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受
験
エ
ン
ト
リ
ー

締
切
迫
る
！

「
介
護
福
祉
経
営
士
」が
、
い
よ
い
よ
２
０
１
３
年
度
に
誕
生
す
る
。一
般
社
団
法
人
日
本
介

護
福
祉
経
営
人
材
教
育
協
会
が
4
月
21
日（
日
）に
実
施
す
る
第
1
回「
介
護
福
祉
経
営
士
2

級
」資
格
認
定
試
験
は
、
１
月
23
日
よ
り
受
験
エ
ン
ト
リ
ー
受
付
を
開
始
。開
始
か
ら
１
カ
月

で
す
で
に
３
５
０
人
以
上
が
受
験
エ
ン
ト
リ
ー
を
完
了
。同
協
会
に
よ
る
と
、
当
初
予
定
を

超
え
る
受
験
者
数
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
。（
数
値
は
い
ず
れ
も
２
月
21
日
現
在
）

4月21日実施　第1回「介護福祉経営士2級」資格認定試験

受験エントリー、350名突破！

http://www.nkfk.jp/

 「介護福祉経営士2級」資格認定試験

主催：一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会

第2回試験：平成25年9月（予定）

第3回試験：平成26年2月（予定）

日本の未来を創る
介護福祉分野の新資格

試験会場：札幌・仙台・東京・名古屋・金沢・大阪・福岡（予定）ほか
試験時間／60分　●出題問数／40問　●出題形式／多肢選択式・マークシート記入

勤務先の業種別構成

デイサービス
14％

訪問介護　9％
居宅介護支援　6％
有料老人ホーム　4％

その他介護サービス　12％
グループホーム　3％

介護保険施設　18％
医療機関　3％

一般企業　8％

金融機関　7％

その他　16％

介護施設・事業所が 7割

介
護
福
祉
経
営
士
」

は
、
介
護
施
設
・

事
業
所
の
施
設
長
・
管
理

者
や
現
場
リ
ー
ダ
ー
レ
ベ

ル
を
想
定
し
た「
介
護
福

祉
経
営
士
２
級
」と
、
経

営
者
・
法
人
幹
部
等
の

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層

を
想
定
し
た「
介
護
福
祉

経
営
士
１
級
」の
２
段
階

で
構
成
さ
れ
る
。

資
格
を
得
る
た
め
に

は
、
一
般
社
団
法
人
日
本

介
護
福
祉
経
営
人
材
教
育

協
会
が
実
施
す
る
資
格
認

定
試
験
に
合
格
し
、
入
会

す
る
必
要
が
あ
る
。
受
験

資
格
は
年
齢
、
学
歴
、
国

籍
な
ど
の
制
約
は
な
く
、

介
護
専
門
職
の
資
格
等
が

な
く
て
も
挑
戦
で
き
る
。

経
営
を
担
う
人
材
に
な

る
た
め
に
は
、
知
識
だ
け

で
な
く
実
践
力
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、同
協
会
で
は
、

「
介
護
福
祉
経
営
士
」
の

〝
第
１
期
生
〞が
誕
生
す
る

２
０
１
３
年
６
月
を
め
ど

に
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
に
地

域
支
部
を
設
置
し
、
そ
こ

で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中

心
と
す
る
研
究
会
活
動
を

開
始
す
る
予
定
。

設
立
主
体
や
提
供
サ
ー

ビ
ス
の
種
別
の
違
い
を
越

え
て
、
同
じ「
介
護
福
祉

経
営
士
」と
い
う
立
場
で

交
わ
さ
れ
る
議
論
が
、
全

国
の
各
地
域
で
介
護
現
場

の
活
性
化
を
進
め
る
原
動

力
と
な
る
。

４
月
21
日
に
実
施
さ
れ

る
第
１
回「
介
護
福
祉
経

営
士
２
級
」
試
験
に
は
、

受
験
エ
ン
ト
リ
ー
受
付
開

始
直
後
か
ら
申
し
込
み
が

殺
到
。同
協
会
に
よ
る
と
、

エ
ン
ト
リ
ー
を
済
ま
せ
た

人
数
が
２
月
21
日
現
在
で

３
５
０
人
に
達
し
て
い
る

と
い
う
。

受
付
締
切
ま
で
１
カ
月

以
上
を
残
し
、
当
初
予
定

の
５
０
０
人
を
上
回
る
公

算
が
大
き
い
た
め
、
試
験

会
場
に「
仙
台
」を
追
加
、

全
国
７
都
市
に
会
場
を
設

置
す
る
方
針
を
決
め
た
。

上
掲
の
グ
ラ
フ
は
、
受

験
エ
ン
ト
リ
ー
者
の
傾
向

を
ま
と
め
た
も
の
。
勤
務

先
の
業
種
別
に
見
る
と
約

７
割
は
介
護
施
設
・
事
業

所
に
所
属
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
に
医
療
機
関
、

金
融
機
関
、
一
般
企
業
に

所
属
し
て
い
る
人
も
目
立

つ
。
間
接
的
に
介
護
業
界

に
携
わ
る
業
種
か
ら
も
注

目
を
集
め
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

保
有
資
格（
複
数
回
答
）

で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

が
21
％
、
介
護
福
祉
士
が

19
％
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
18
％
、
社
会
福
祉
士
が

７
％
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
６
％
―

の
順
。

な
お
、
受
験
エ
ン
ト

リ
ー
は
３
月
18
日
ま
で
、

同
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nkfk.jp/

）

で
受
け
付
け
て
い
る
。

© 夢見る詩人 - Fotolia.com

エ
ン
ト
リ
ー
受
付
は

3
月
18
日（
月
）ま
で

介護福祉経営士 検索試験のお申し込み・お問い合わせ・資料請求はウェブで……

みんなでチャレ
ンジ !!

大反響
！
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イノベーションとクリエイティビティの風を巻き起こす
介護業界の最新情報満載!

介護経営白書2012
“介護維新”現場からの
介護人材教育改革

http://www.jmp.co.jp/お問い合わせ先／（株）日本医療企画  〒101-0033  東京都千代田区神田岩本町4-14  神田平成ビル  TEL：03-3256-2862  FAX：03-3256-2865

●関東支社 ☎03-3256-2885  ●関西支社 ☎06-7660-1761  ●九州支社 ☎092-418-2828  ●北信越支社 ☎076-231-7791

監修：川渕孝一（東京医科歯科大学大学院教授）
 青木正人（株式会社ウエルビー代表取締役）
●企画・制作：ヘルスケア総合政策研究所
●定価：4,620円（税込）
●B5判／並製／2色刷／276ページ

2025年の介護を見据えた三大特集
●事業者・有識者による座談会から介護人材教育の在り方を問う!
●各政党の“介護議員”インタビューから介護政策の動向を読む!
● 医療・介護主要団体の提言から「地域包括ケアシステム」実現へ
の道筋を探る!

巻頭言　介護職の人材育成は可能か ――気になる介護業界の展望
第1部　特別座談会“介護維新”現場からの介護人材教育改革

――2025年の介護・福祉を担う“人財”をどう育てていくか
第2部　緊急特集　介護施策の展望
第3部　特集「地域包括ケア」
第4部　地域包括ケア時代の介護経営
資料編　介護保険者別データ集

好評
発売中！

詳しくは　介護経営白書　　検索

マン
ガ
でわ
か
る
！

「
介
護
福
祉
経
営
士
」

公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

配
布
中
！

一
般
社
団
法
人
日
本
介

護
福
祉
経
営
人
材
教
育
協

会
に
よ
る
と
、第
1
回「
介

護
福
祉
経
営
士
2
級
」資

格
認
定
試
験
の
実
施
概
要

を
発
表
後
、「
受
験
に
向

け
て
、
ど
の
よ
う
な
勉
強

を
す
れ
ば
い
い
の
？
」
と

い
う
問
い
合
わ
せ
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。介

護
福
祉
経
営
士
２
級

資
格
認
定
試
験
は
60
分
間

で
40
問
、
５
つ
の
選
択
肢

か
ら
選
ん
で
回
答
す
る

「
多
肢
選
択
式
」の
出
題
形

式
。
教
材
と
し
て『
介
護

福
祉
経
営
士
テ
キ
ス
ト
シ

リ
ー
ズ
』が
推
薦
図
書
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
発
行

元
の
株
式
会
社
日
本
医
療

企
画
に
、
同
テ
キ
ス
ト
シ

リ
ー
ズ「
基
礎
編（
全
10

巻
）」を
活
用
し
た
学
習
の

ポ
イ
ン
ト
を
聞
い
た
。

※

「
介
護
福
祉
政
策
概
論
」

は
、
介
護
保
険
制
度
の
概

要
の
理
解
が
重
要
。
制
度

が
誕
生
し
た
社
会
的
背

景
、
改
正
を
経
て
現
在
の

形
に
至
る
ま
で
の
政
策
の

流
れ
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
た
め
の
具

体
的
な
手
順
な
ど
、
介
護

保
険
制
度
利
用
に
関
す
る

基
本
的
な
し
く
み
を
整
理

し
て
み
よ
う
。

「
介
護
福
祉
経
営
史
」は
、

介
護
福
祉
と
い
う
概
念
が

誕
生
し
て
か
ら
現
在
ま
で

の
歴
史
が
ポ
イ
ン
ト
。
た

と
え
ば「
介
護
保
険
制
度

導
入
の
前
後
で
、
何
が
ど

う
変
わ
っ
た
の
か
」
を
、

社
会
的
背
景
と
合
わ
せ
て

理
解
し
て
お
く
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
。

「
介
護
福
祉
関
連
法
規
」

は
、
関
連
す
る
法
律
を
体

系
的
に
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
。「
こ
の
法
律
で
は

何
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の

か
」と
い
う
趣
旨
を
理
解

し
て
お
こ
う
。

「
介
護
福
祉
の
仕
組
み
」

は
、
介
護
保
険
制
度
に
お

け
る
各
サ
ー
ビ
ス
の
役
割

や
意
義
の
ほ
か
、
人
員
配

置
基
準
、
運
営
基
準
に
つ

い
て
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の

違
い
を
整
理
・
理
解
し
て

お
き
た
い
。

「
高
齢
者
介
護
と
介
護
技

術
の
進
歩
」は
、
介
護
現

場
の
実
際
、
課
題
に
関
す

る
理
解
が
重
点
。
身
体
介

護
の
技
術
や
福
祉
用
具
の

種
類
、
介
護
現
場
で
働
い

て
い
る
専
門
資
格
な
ど
を

中
心
に
整
理
し
て
お
こ

う
。

「
介
護
福
祉
倫
理
学
」は
、

バ
イ
ス
テ
ッ
ク
の
７
原
則

な
ど
、
介
護
福
祉
に
お
け

る
倫
理
、
原
則
、
基
本
概

念
は
確
実
に
抑
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

「
医
療
を
知
る
」は
、
医

療
と
の
連
携
重
視
の
時
代

に
お
い
て
介
護
福
祉
経
営

士
に
と
っ
て
必
須
科
目
。

医
療
と
介
護
の
視
点
の
違

い
を
理
解
し
た
う
え
で
、

医
療
関
連
法
制
度
や
専
門

職
の
役
割
等
を
俯
瞰
的
に

整
理
し
て
お
き
た
い
。

「
介
護
報
酬
制
度
／
介
護

報
酬
請
求
事
務
」
で
は
、

各
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
算

定
要
件
や
加
算
・
減
算
項

目
と
い
っ
た
、
実
際
の
事

業
経
営
に
お
い
て
必
要
と

な
る
介
護
報
酬
の
知
識
が

重
要
。

「
介
護
福
祉
産
業
論
」で

は
、
介
護
福
祉
を
産
業
と

し
て
捉
え
る
視
点
が
重
要

で
あ
る
。
現
在
の
介
護
福

祉
の
市
場
動
向
と
今
後
の

見
通
し
、
供
給
主
体
の
多

様
性（
民
間
企
業
、
社
会

福
祉
法
人
等
）な
ど
に
留

意
し
て
テ
キ
ス
ト
を
読
み

進
め
て
ほ
し
い
。

「
多
様
化
す
る
介
護
福
祉

サ
ー
ビ
ス
」は
、
介
護
保

険
制
度
が
抱
え
る
課
題
を

踏
ま
え
、
現
状
の
保
険
制

度
で
は
十
分
に
対
応
で
き

て
い
な
い
様
々
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
、
と
い
う
流
れ
で
学
習

す
る
と
理
解
し
や
す
い
だ

ろ
う
。

● 

協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

●

「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
す
べ
て
が
わ
か
る『「
介
護

福
祉
経
営
士
」公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』を
配
布
中
で

す
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
」が
誕
生
し
た
背
景
や「
介
護
福

祉
経
営
士
」の
役
割
、
資
格
認
定
試
験
の
概
要
、
学

習
教
材
、協
会
の
組
織
概
要
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
介
護
福
祉
経
営
の
必
要
性
を
描
い
た
マ

ン
ガ「
介
護
福
祉
経
営
士
の
挑
戦
」を
掲
載
。

ご
希
望
の
方
は
当
協
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
マ
ン
ガ
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
読

み
い
た
だ
け
ま
す
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
」試
験
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

年度版

推
薦
図
書『「
介
護
福
祉
経
営
士
」テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
』か
ら
大
胆
予
想
！

２
級
資
格
認
定
試
験
に
向
け
た

学
習
の
ポ
イ
ン
ト
は
ズ
バ
リ
こ
れ
だ
！

一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会
TEL 03-3256-0571　http://www.nkfk.jp/

マンガ：あおきてつお（ピエゾコミック）

【
お
詫
び
と
訂
正
】　
「
介
護
福
祉
経
営
士
ニ
ュ
ー
ス
」創
刊
号
２
面
に
お
い
て
、
川
渕
孝

一
氏
の
所
属
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
、「
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
教
授
」

で
す
。
川
渕
教
授
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
お
詫
び
し
、
訂
正
し
ま
す
。
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著者からのMessage

『介護福祉経営士』テキストシリーズ
全21巻一覧

タイトル 主な内容 主な編著者

1 介護福祉政策概論
―― 介護保険制度の概要と課題

介護保険制度の目的と意義、日
本と世界の介護保険制度、介護
保険制度の状況と改正経過、介
護サービス利用、日本の介護福
祉政策の課題　他

和田　勝
国際医療福祉大学大学院 
教授

2 介護福祉経営史
―― 介護保険サービス誕生の軌跡

日本の介護福祉の起源、在宅
サービスと施設サービスの変遷と
現状、措置の歴史から市場開放
へ　他

増田 雅暢
岡山県立大学保健福祉学部
 教授

3 介護福祉関連法規
―― その概要と重要ポイント

社会福祉サービスの特性、事業
の構築、関連法令・制度　他

長谷 憲明
関西国際大学教育学部 
教授
（地域交流総合センター長）

4 介護福祉の仕組み
―― 職種とサービス提供形態を理解する

介護サービスの特性、介護サー
ビス事業の基礎知識　他

青木 正人
株式会社ウエルビー 
代表取締役

5 高齢者介護と介護技術の進歩
―― 人、技術、道具、環境の視点から

高齢者介護技術の進歩、福祉用具
の発達、介護福祉関係教育と介護
実践との連関　他

岡田　史
新潟医療福祉大学
社会福祉学部 准教授

6 介護福祉倫理学
―― 職業人としての倫理観

介護職の倫理、倫理を実践に活
かすために　他

小山　隆
同志社大学社会学部 教授

■ 総監修： 江草 安彦　社会福祉法人旭川荘名誉理事長、川崎医療福祉大学名誉学長

 大橋 謙策　公益財団法人テクノエイド協会理事長、元日本社会事業大学学長

 北島 政樹　国際医療福祉大学学長 五十音順■ 体裁：各巻 B5判／1C　■ 定価：各巻2,500円＋税

　基礎編Ⅰ　第2巻
増田 雅暢
岡山県立大学保健福祉学部 
教授

『広辞苑』に、「介護」という言葉が初めて
掲載されたのは、1983年の第3版です。
「介護」は新しい言葉ですが、『広辞苑』第
6版では「介護」がつく言葉が6つも掲載さ
れています。介護福祉が広く定着した証拠
だと思います。介護保険制度によってサー
ビス利用者が増え、介護給付費も増えてい
ます。現在に至るまでの歴史や、制度のね
らい、目的を正しく理解することで、コン
プライアンスの適正化だけでなく、経営改
善に活用していただきたいと思います。
（出典：『介護ビジョン』2012年7月号 ［日本医療企画］）

　

　基礎編Ⅱ　第1巻

神津　仁
特定非営利活動法人
全国在宅医療推進協会 理事長／医師

医療者と介護職が、お互いに理解しあい
コミュニケーションを深めることは重要で
す。そのためには、医療の法律・制度や仕
組みといった背景から、医療専門職の役割、
そして高齢者の身体的変化と疾患など、医
療に関するさまざまな側面を知っておいて
いただきたいと思います。「介護福祉経営
士」は経営資源という素材をよく吟味し、
良質なサービスを提供して適正な収益を上
げる役割が求められると思います。
（出典：『介護ビジョン』2012年12月号 ［日本医療企画］）

　

　実践編Ⅰ　第3巻

谷田 一久
株式会社ホスピタルマネジメント
研究所 代表

これからの超高齢社会において、日本中
のどこにいても、「一定の水準以上の介護
サービス」を受けることができなければい
けないと思っています。要件を満たすこと
は最低限のことであって、そこから「よい
サービスとは何か」を考え実践していかな
ければ、介護業界全体が沈んでいってしま
うかもしれません。介護福祉経営士の方に
は、その最低限を担保する役割を担ってい
ただきたい。そのことがサービスの質の向
上につながり、介護業界全体を押し上げて
いく力になると信じています。
（出典：『介護ビジョン』2012年11月号 ［日本医療企画］）

　

　実践編Ⅱ　第5巻

苛原　実
医療法人社団実幸会いらはら診療所
理事長・院長

これまでの介護職員のキャリアアップは、
ホームヘルパーから介護福祉士、ケアマネ
ジャー、と資格を取得して仕事の範囲を広
げることが主流でした。一方では施設長に
なったり、自ら介護事業を立ち上げたりす
る人もいるのですから、「介護福祉経営士」
をめざす道ができることは介護現場にとっ
て大変有意義なことだと思います。「介護
福祉経営士」に求めたい能力は、時代や制
度の流れをとらえる「高い視点と広い視野」
と「対応力」。さまざまな局面に細やかに対
応するほか、連携づくりや職場の活性化に
はコミュニケーション技術に長けた人が理
想だと思います。
（出典：『介護ビジョン』2012年10月号［日本医療企画］）

【
基
礎
編
Ⅰ
】テ
キ
ス
ト（
全
6
巻
）

1 医療を知る―― 介護福祉人材が学ぶべきこと
医療のあらまし、医療専門職の役
割　他

神津　仁
特定非営利活動法人全国在宅
医療推進協会 理事長／医師

2 介護報酬制度／介護報酬請求事務―― 基礎知識の習得から実践に向けて
介護報酬の仕組み、介護報酬の
請求の流れ、主な基本報酬と加算
算定要件　他

小濱 道博
介護事業経営研究会 顧問

3 介護福祉産業論―― 市場競争と参入障壁

介護サービスは福祉なのか？、民
営化が導いた「経営」、高齢化の進
展と拡大する介護サービス市場、
多様化するビジネスモデル　他

結城 康博
淑徳大学総合福祉学部 准教授

早坂 聡久
社会福祉法人柏松会 常務理事

4 多様化する介護福祉サービス―― 利用者視点への立脚と介護保険外サービスの拡充

介護福祉サービスの発展と変遷、
介護福祉サービスの実際と課題、
利用者ニーズの多様化とアメニ
ティ　他

島津　淳
福田　潤
桜美林大学健康福祉学群 
教授

【
基
礎
編
Ⅱ
】テ
キ
ス
ト（
全
4
巻
）

1 介護福祉経営概論―― 生き残るための経営戦略
介護福祉事業の経営環境、介護
福祉事業者が直面している経営課
題、マネジメントの本質　他

宇野　裕
日本社会事業大学 専務理事

2 介護福祉コミュニケーション―― ES、CS向上のための会話・対応術
介護福祉におけるコミュニケーショ
ンとは、シーン別コミュニケーション
　他

浅野　睦
株式会社フォーサイツコンサル
ティング 代表取締役社長

3 事務管理／人事・労務管理―― 求められる意識改革と実践事例
事務管理部門の役割、人事・労務
管理　他

谷田 一久
株式会社ホスピタルマネジメント
研究所代表

4 介護福祉財務会計―― 強い経営基盤はお金が生み出す
会計の基礎と資金調達、事業資金
と資金繰り、決算書とは、金融機関
との関係　他

戸崎 泰史
株式会社日本政策金融公庫国
民生活事業本部融資部
専門調査役

【
実
践
編
Ⅰ
】テ
キ
ス
ト（
全
4
巻
）

1 組織構築・運営―― 良質の介護福祉サービス提供を目指して
組織管理の基本、組織文化、組織
改革、コンプライアンス経営とガバ
ナンス　他

廣江　研
社会福祉法人こうほうえん 
理事長

2 介護福祉マーケティングと経営戦略―― エリアとニーズのとらえ方

介護福祉マーケティング、戦略的
マーケティング、顧客満足度と従業
員満足度、介護福祉マーケティン
グの事例①介護付き有料老人
ホーム　他

馬場園　明
九州大学大学院医学研究院
医療経営・管理学講座 教授

3 介護福祉ITシステム―― 効率運営のための実践手引き
介護保険請求システム、利用者情
報管理システム、バックオフィス業
務　他

豊田 雅章
株式会社大塚商会本部SI統括
部長

4 リハビリテーション・マネジメント―― QOL向上のための哲学
リハビリテーション・マネジメント総
論、介護の経済学、在宅復帰の理
論と実践　他

竹内 孝仁
国際医療福祉大学大学院
教授／医師

5 医療・介護福祉連携とチーム介護―― 全体最適への早道
医療・介護福祉連携、チームケア
の実践、医療・介護福祉連携の課
題と展望　他

苛原　実
医療法人社団実幸会
いらはら診療所
理事長・院長

6 介護事故と安全管理―― その現実と対策
介護事故と介護保険、介護事故の
判例①誤嚥事故、訴訟手続、介護
に関する保険　他

小此木　清
弁護士法人龍馬 弁護士

7
リーダーシップとメンバーシップ、
モチベーション
―― 成功する人材を輩出する現場づくりとその条件

リーダーに必要なマネジメントスキ
ル、組織マネジメントができるリー
ダーの育成、リーダーに求められる
コミュニケーションスキル　他

宮野　茂
日本化薬メディカルケア株式会社
代表取締役社長

【
実
践
編
Ⅱ
】テ
キ
ス
ト（
全
７
巻
）

※：所属・役職は2012年10月現在
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介護事業における経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）をフルに活かせるサポート体制がここに！！

http://www.jmp.co.jp/お問い合わせ先／（株）日本医療企画  〒101-0033  東京都千代田区神田岩本町4-14  神田平成ビル  TEL：03-3256-2862  FAX：03-3256-2865

●関東支社 ☎03-3256-2885  ●関西支社 ☎06-7660-1761  ●九州支社 ☎092-418-2828  ●北信越支社 ☎076-231-7791

2013年3月号
（2013年2月20日発売）

詳しくは　介護ビジョン　　検索

わかる・使える・明日が見える

●毎月20日発行
●定価：1,200円（税込）
●定期購読料：14,400円（税込）

保存版　2013年度特集

公的融資・助成金
震災復興やサービス付き高齢者向け住宅制度創設に関する各種
補助金や助成金等、国や地方自治体でさまざまな支援策が出さ
れている。新年度を控え、資金調達を考える介護事業者に対し、
各種公的融資制度と併せて、主要な補助金・助成金を紹介する。

第2特集
利用者のQOL向上を図る
“自立支援”ケアのススメ
厚生労働省の調査によると、利用者の要介護度は「現状維持」が大半で状態の改善はほ
とんどなく、実際の介護サービス提供でも「重度化」対応が中心だ。現介護報酬下では利
用単価の低下や利用者減の懸念もある。本特集では自治体や介護事業者の「自立」に向
けた事例等をレポート、利用者の自立を支援するケア方法を提示する。

人・モノ・カネ・
情報を網羅した
介護経営月刊誌

活用ガイド

注目書籍☞エスペランサ ― 希望 ―
介護福祉業界で働くあなたへ、
8人のイノベーターから熱いメッセージ！
ソーシャルビジネスにおいて独自の視点で事業展開を行い、新聞や雑誌などでしばしば目にする今注目の若手起業家
などから、介護福祉業界でイノベーションをめざす者に向けて、ソーシャルビジネスにおける新たな展望と明るい未来
についてメッセージを届けます。

●編集：斉藤正行

●定価：1,260円（1,200円＋税5％）
●体裁：A5判160ページ　1色刷
●2013年3月刊行

◆8人のイノベーター
斉藤正行　一般社団法人日本介護ベンチャー協会代表理事、株式会社日本介護福祉グループ副社長 デイサービス事業所数業界2位
小川義行　イー・ライフ・グループ株式会社代表取締役社長 デイサービス事業所数業界5位
佐藤崇弘　株式会社ウイングル創業者兼ファウンダー 「カンブリア宮殿」（テレビ東京）出演
髙橋ゆき　株式会社ベアーズ専務取締役 「カンブリア宮殿」（テレビ東京）出演
別宮圭一　株式会社インターネットインフィニティー代表取締役社長 「日経新聞」「ワールドビジネスサテライト」（テレビ東京）他多数で紹介
松田公太　タリーズコーヒージャパン創業者、参議院議員
高橋　歩　作家・自由人 若者に絶大な人気を誇り著作売り上げ累計が180万部を超える
佐藤大吾　ジャスト・ギビング・ジャパン代表理事 ノーベル医学・生理学賞を受賞した山中伸弥氏が研究資金集めに利用したファンドレイジングサービス

◆内容
1章　未来を担う若者たちへ ～トップインタビュー～　斉藤正行／小川義行／佐藤崇弘／髙橋ゆき／別宮圭一
2章　社会で役立つ人になるために ～Talk with 斉藤正行～　松田公太／高橋　歩／佐藤大吾
3章　イノベーター座談会　日本の未来を拓くソーシャルサービスという仕事　斉藤正行×小川義行×佐藤崇弘×髙橋ゆき×別宮圭一

発刊記念フォーラム開催　日時：2013年3月19日（火）13：30～　会場：東医健保会館
お申込み方法：http://www.jmp.co.jp/esperanza/よりお申込みください。問（株）日本医療企画　TEL：03-3256-2885

◆8人のイノベーター

◆内容

介護サービスに関わるすべての事業者が密接に連携し、それぞれの機能を発揮することで、
経営課題の解決を支援し、介護事業の経営の安定化を図ることを目的とします。
介護サービス事業者、介護職員養成事業者、協力企業等で構成する会員制の組織です。

お申込み・お問合わせ先　TEL：03-3256-2862　FAX：03-3256-2865　（株）日本医療企画 営業統括部　内林／宮原
（株）日本医療企画　〒101-0033 東京都千代田区神田岩本町4-14 神田平成ビル

さまざまな角度から、介護事業経営で生じる問題を解決します
ヒ ト モ ノ カ ネ 情 報

・人材教育ステーションの設置
〈利用者の求める「理想の介
護サービス」を実践できる人
材を育てる拠点〉
・人事・教育・労務管理に関す
る相談対応　など

・施設、設備の専門業
者等の紹介あっせん

・福祉用具・日用品等
の共同購入　など

・財務状況の分析およ
び診断、指導

・各種助成金等の取得
申請の相談、指導　
など

・セミナー、シンポジ
ウムの開催

・ IT利活用の推進
・会報誌等出版物の発
行

介護事業サポートクラブ
介護事業サポートクラブとは…

ソーシャル・サービスのイノベーターたちが語る
“介護の未来、日本の未来”（日本医療企画）




